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●
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で

　
自
社
の
強
み
、
弱
み
を
診
断
す
る




企
業
間
競
争
は
、
ラ
イ
バ
ル
を
知
り
、
己
を
知

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
い
え
ま
す
。

 

自
ら
を
知
る
に
は
経
営
者
か
ら
社
員
、
パ
ー
ト
さ

ん
ま
で
自
社
の
強
み
、
弱
み
を
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
自
社
の
強
み
、
弱
み
を
診
断
す
る
手
法

と
し
て
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
と
は
、

S
（STRENG

TH

）
―
　
自
社
の
強
み

W
（W

EAKNESS

）
―
　
自
社
の
弱
み

O
（O

PPO
RTUNITY

）
―
　
機
会

T
（THREAT

）
―
　
脅
威

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
分
析
で
は
S
と
W
（
強
み
、
弱
み
）
に
つ

い
て
は
内
部
環
境
分
析
と
し
て
定
期
的
に
自
社
で

行
え
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
会
社
の
定
期
健
康
診

断
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
O
、
T
（
機
会
と
脅
威
）
に
つ
い
て
は
会
社
の

売
上
や
利
益
を
左
右
す
る
外
部
要
因
、
た
と
え
ば

人
口
構
成
、
経
済
要
因
、
政
治
・
社
会
的
要
因
な

ど
マ
ク
ロ
環
境
要
因
や
顧
客
、
競
合
他
社
の
動
向
、

流
通
業
者
の
動
向
な
ど
ミ
ク
ロ
環
境
要
因
に
よ
っ

て
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
に
つ
い
て
は
情

報
網
を
広
げ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
因
み
に
、
機
会
と
は
会
社
が
利
益
を
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
な
顧
客
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
な
要

因
が
揃
っ
て
い
る
か
で
す
。

　
ま
た
、
脅
威
と
は
社
会
ト
レ
ン
ド
の
不
利
な
変

化
と
か
競
合
の
出
現
、
自
社
の
み
で
は
不
可
抗
力

な
危
機
の
出
現
で
す
。

●
ど
ん
な
項
目
を

　
チ
ェ
ッ
ク
す
る
か

　
さ
て
、
自
社
で
も
測
定
可
能
な
強
み
、
弱
み
分

析
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
で
す
が
、
ま
ず
チ
ェ
ッ

ク
項
目
の
洗
い
出
し
を
行
い
ま
す
。

　
一
般
的
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
例
と
し
て
は
、

・
地
域
に
お
け
る
企
業
の
評
判

・
お
客
様
満
足
度

・
お
客
様
維
持

・
お
客
様
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
処
理
力

・
商
品
の
品
質

・
サ
ー
ビ
ス
の
品
質

・
取
引
上
の
値
決
め
満
足
度

・
流
通
開
発
の
積
極
性

・
地
域
内
セ
ー
ル
ス
力

・
生
産
物
・
商
品
の
納
入
期
限
厳
守

・
営
業
力
・
営
業
交
渉
力

・
品
質
維
持
の
た
め
の
技
術
力

・
新
商
品
開
発
力

・
資
金
調
達
力

・
コ
ス
ト
低
減
度

・
財
務
の
安
定
性

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

・
設
備
と
生
産
能
力

・
長
期
的
な
視
点
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
有
能

な
リ
ー
ダ
ー

・
有
能
な
後
継
者
の
存
在

・
明
確
な
企
業
理
念
の
有
無

・
社
員
（
従
業
員
）
能
力

・
情
報
収
集
力

・
情
報
共
有
度

・
組
織
の
柔
軟
性

・
組
織
の
機
動
性

・
組
織
内
の
調
和

（
こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
取
捨
選
択
ま
た

各
事
業
体
独
自
で
立
て
る
こ
と
も
重
要
で
す
）

な
ど
を
段
階
尺
度
（
非
常
に
良
い
＋３
、
ま
あ
良
い

＋１
、
余
り
良
く
な
い
－１
、
良
く
な
い
－３
）
で
評
価

し
ま
す

　
次
に
そ
れ
ぞ
れ
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に
つ
い
て
自
社

に
お
け
る
重
要
度
を
３
段
階
（
非
常
に
重
要
＋３
、

ま
あ
重
要
＋２
、
余
り
重
要
で
な
い
＋１
）
に
わ
け
て

評
価
尺
度
と
掛
け
合
わ
せ
ま
す
。

　
こ
の
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
で
自
社
の
健
康
診
断
を
定

期
的
に
測
定
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　寒い日が続きますが、みなさん元気にお

過ごしでしょうか？

　会員の皆様のお力になれるようがんばり

たいと思っておりますので、今年もどうぞ

よろしくお願い致します。

　新年早々ですが、最近の農業法人をめぐ

る動きをご報告します。

①平成１５年度の
　農業法人関係予算政府案

　市場調査や特産品等の商品開発・加工

実践、広告宣伝、異業種・地域住民等と

の交流、新品種・新技術の導入等を行い

たいとお考えの農業法人さんを対象に、

平均６０万円程度の助成を行う「農業法

人経営能力向上実践活動」が新たに実施

されます。お早めに都道府県事務局へお

問い合わせ下さい。

②税制改正

　１６年４月から「消費税」の免税点の

引き下げや価格表示の変更が予定されて

います。また、資本金額１億円以上の法

人については外形標準課税が適用されま

す。ご留意ください。

③農地・農業生産法人に関する法律改正

　昨年の臨時国会で「構造改革特別区域

法」が制定され、この４月から施行され

ます。市町村長等が申請し首相が認めた

場合、農地法等の特例として、農業生産

法人の要件を満たさない「法人」も貸借

による農地利用が可能となるほか、農業

生産法人や農業者も「市民農園」の開設

が可能となります。また、今国会には、

「のれん分け」や法人間の相互出資によ

る新法人の設立等が可能となる、農業経

営基盤協会法の改正も予定されています。

④米政策改革

　１６年度からの改革へ向けて１５年度

は「準備」の時期とされており、大変重

要な時期となります。本協会でも来る１

０日に食糧庁による説明会を開くととも

に、都道府県・市町村段階での検討への

農業法人の意見反映へ向けて対応を協議

していきたいと考えています。米の残留

農薬検査や品質検査等の検討課題も残さ

れています。ご意見をお寄せ下さい。

01／09（木） 都道府県事務局・担当者会議
01／10（金） 雇用等研修事前説明会
01／10（金） コメ政策説明会
01／23（木） 北信越Ｂ農業法人研修会（長野）
　～24（金）
01／29（水） 第１１回役員会
02／04（火） 近畿Ｂ農業法人研修会（兵庫）
　～05（木）
02／17（月） 第１２回運営委員会
02／28（金） 雇用等研修「東京研修会」
03／01（土） 補正ファーマーフェア（東京）
03／04（火） 第１２回役員会
03／07（金） 雇用等研修「大阪研修会」
03／08（土） 補正ファーマーフェア（大阪）
03／10（月） 雇用等研修「申請書締め切り」
　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）

03／13（木） 「第８回総会・春季セミナー」
　～14（金）　　　
03／18（火） 雇用等研修「第３者委員会」
03／22（土） 補正ファーマーフェア（東京）
　

今後のスケジュール

⑩


